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遅ればせながら皆様、「新年あけましておめでとうございます。今年も清水小学校の子ども達、

そして、教職員にご支援賜りますよう、どうぞよろしくお願いいたします」 

例年になく短い冬休みが明け、３学期が始まりました。清水小学校の子ども達は冬の寒さの中

頬を赤らめながらも、笑顔で登校してくれています。今年は子ども達が多くの実体験の活動がで

きることを願って「丑」の如く、健康安全を第一にして、一歩一歩着実に歩みを進めていきたい

と考えています。 

コロナウィルス感染症拡大に伴い、自宅で過ごす時間が多くなり、お正月のテレビや新聞、雑

誌等で情報を得ようとしていた時の場面から。 

 

誰かな？ 
この方はデビューの時から見ていた夜遅くの番組のタレントさんで、今や代表番組で司会など

を行い、タレントとしても俳優としても、素晴らしい力を発揮してくれている、北海道出身のロ

ーカルタレントさんです。 

 

隗（かい）って何？ 
その方は中国のお話の映画に出演したみたいで、笑顔になる CM が流れていました。 

（この方の名前はわかりましたか？話は変わって） 

そのすぐあとのニュースで「まず隗（かい）より始めよだ」とコロナの仕事を一生懸命されて

いるお医者さんがお話しする映像が流れました。ご存知の方もいらっしゃると思いますが、調べ

てみると、中国の歴史の本からの言葉だそうです。その言葉の意味の一つに「物事に挑戦するに

当たっては最初に言い出した者がまずは取り組むべきだ」という意味もあるということで、CM

とニュースの中国の言葉と話のつながりに面白さを感じました。 

 

時代による価値観の変化 
１０年位前に、こんなことを言う方がいました。「校長になったら一番先に電話には出ない」

また、電話をかけてきた方から「校長が一番に電話に出るのですね？」など？？？のことをよく

言われました。しかし今のコロナ禍では『国民に自粛を呼びかける上で、国会議員に「まず範を

示していただきたい」』などとニュースで流れることに、福沢諭吉先生の「学問ノススメ」の一

節を思い出し、価値観や考え方の変化を感じさせられるお正月でした。 

 

昔、教員のことを師範と言っていました。師範というと言葉のニュアンスから、上から目線の

先生に感じていたのですが、「範」の意味は自分から進んで行い、手本を見せることで子ども達

を育てることで、「隗（かい）」と似ており、大人やまとめ役・教える側の「人の先頭に立つ者」

が「率先垂範」しなくてはならない。「指示してやらせるだけでは教育ではない」ということを

改めて考えさせられました。その気持ちを持ち続け、教職員とともに、今年も清水小学校の子ど

も達の明るい将来に向けた力をつけさせるために頑張っていきたいと思っています。皆様のご理

解とご協力をよろしくお願いいたします。      
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